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RBJB-19021

この度は、ＴＲＤスピーカーキット（16cm）をお買い上げ頂きありがとうございます。
本書は上記スピーカーキット（16cm）の取付け、取扱いについての要領と注意事項を記載してあります。
取付け前に必ずお読み頂き、正しい取付け、取扱いを実施してください。
なお、本書は必ずお客様にお渡しください。

■	構成部品一覧表
No. 部 品 名 品 番 個 数 備 考
① スペーサー ２ 左右共通
② サブハーネス ２ 左右共通
③ リベット ６
④ タッピングスクリュー ８ M4 × 12
⑤ 結束バンド ２ L ＝１５０
⑥ 防振クッション ２
⑦ 両面テープ １ 20 × 20
⑧ 取付・取扱要領書（本書） １ 本書は大切に保管してください。

　確認　�本商品が到着後、すぐに本体に破損が無いこと、付属品が全て揃っていることを確認してくだ
さい。また、ＪＢＬスピーカーに同梱されているスピーカー以外の付属品は使用しません。ス
ピーカーキットの付属品を使用して取付けてください。

⑦

⑥

③

④

⑧

⑤

① ②
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　確認　本商品は過去に事故暦の無い車両に、確実に装着が可能です。

 警  告 取付け作業は、必ず平坦な場所でエンジンを切り、サイドブレーキがかかっていることを
確認後行ってください。不安定な場所で作業、車両が動く状態での作業は重大な事故の原
因となります。

 警  告 本商品への改造・加工、適合車種以外への装着は絶対に行わないでください。破損や事故
の原因となります。

 警  告 取付け後、本商品と他の部品が干渉していないかを確認してください。干渉している場合
は、本商品を購入した販売店にご相談ください。そのまま走行すると破損や故障の原因と
なります。

 警  告 本商品の装着後に、衝突等の強い衝撃を受けた場合、取付け部や本体に変形や破損、故障
を生じる場合がありますので直ぐにご使用をおやめください。

 警  告 走行中に異常な振動や異音を感じたら、直ぐに安全な場所に停車し、整備工場にて点検を
受けてください。そのまま走行を続けますと、破損や故障の原因となります。

 警  告 本商品は舗装路での走行を想定して設計されております。悪路等での走行は、商品によっ
ては破損の原因になりますのでお止めください。

 注  意 本商品の交換・取付け作業は、必ず専門の整備工場で実施してください。

 注  意 本商品の取付けの際は、必ず該当車両の修理書（トヨタ自動車㈱発行）に従い、本書の注
意事項を守って作業を行ってください。

 注  意 本商品は各構造基準に適合している為、車検時を通常の検査と同様に受けられます。ただ
し、適合車種以外に装着した場合または、その他の部位を改造しているなどの使用状況に
よっては、その限りではありません。

 注  意 本書で指示した以外の車両部品を取り外さないでください。

 注  意 車両部品の取り外しに際し、クリップ等の紛失や混乱が無いように、部品毎に整理し、復
元する際、間違えないよう配慮してください。

 注  意 スピーカーの組付け作業は必ず保護シートの上で行ってください。また、車両への取付け
作業は車両部品を傷付けないように充分注意してください。

 注  意 本商品には充分な強度・耐久性を持たせておりますが、保管条件や取扱条件、走行条件に
よっては破損、故障が起こる可能性があります。保管、取付け作業、ご使用に際しては、充
分ご注意ください。

 注  意 取付け作業や走行により、車両本体または、本商品が損傷した場合のクレームには応じか
ねます。上記の事項と本書の装着要領を必ずお守りください。

■	取付・取扱上の注意事項

この取付・取扱要領書では、安全にご使用していただく為に、特にお守り頂きたいことなどを、次
のマークで表示しています。

 警  告 この内容に従わず、誤った取付け、取扱いを行うと、人が死亡したり、重傷等を
負う可能性がある内容について書かれています。

 注  意 この内容に従わず、誤った取付け、取扱いを行うと、人が傷害を負ったり、製品
等の物的損害に結びつく可能性がある内容について書かれています。

 アドバイス スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載し
ています。
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スピーカーキット（16cm）配線取付上の注意事項

	 ビニールテープをご使用の際は、必ず難燃性の耐熱ビニールを使用してください。

	 推奨品：Ｖ９６５０－０４８４（耐熱ビニールテープ・灰色）
	 �バッテリーの復元作業は、機能部品に初期化や調整が必要な場合があります。取付け作業後は必ず

該当車両の修理書に従い、初期化・調整作業の有無をご確認ください。

バッテリー接続中に作業を行う際は、エアバッグセンサー等に衝撃を与えないように十分に
注意して作業を行ってください。

 注  意

部品を取付ける際は

・部品サイズにあった工具を使用する。

・�部品の裏側に注意して、配線の噛み込みやビスの接触、断線に十
分に注意する。

配線の取りまわしは

・コネクターは必ず本体を持ってはずし、配線は引っ張らない。

・バリ・エッジ部は、ガムテープ等で保護する。
・�配線が動いてバリ、エッジ部に接触や部品に噛み込みそうな時
は、ガムテープ等で固定する。

・�コネクターは「カチッ」と、音がするまで確実に接続して、配線
は無理なチカラで引っ張らない。

配線のクランプは
・結束バンドは配線が動かない程度に締めて、締めすぎない。

・�結束バンドの余った部分は、エッジにならないようにカットする。

・カットした端末が、ほかの配線と接触しないようにする。

・コネクターが振動により異音がしないように、確実に固定する。

取付ける前に

・作業前に、必ずバッテリーの㊀側ケーブルをはずす。
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■	目次
　　１．表紙、構成部品表、構成部品図・・・・・・・・・・・・・・・・・・	１
　　２．取付・取扱上の注意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	２
　　３．配線取付け上の注意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	３
　　４．目次、取付けに必要な工具・保護具・消耗品、取付構成図・・・・・・	４
　　５．取付け要領・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	５～６
　　６．作動確認、トラブルシュート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	７
　　７．回路図、取付完了後の確認・点検・・・・・・・・・・・・・・・・・	８

■	取付けに必要な工具・保護具・消耗品
　　・ハサミ、カッター、エアーリベッター、ドリル（φ5.0）

■	本品は、1年・20,000Ｋｍ走行の保証を実施します。
　　（1年または20,000Ｋｍ走行時のいずれか早い方まで）
　　※保証の詳細はＴＲＤパーツカタログサイト <http://www.trdparts.jp/>
　　「保証について」をご覧ください。

■	不具合が発生した場合は、お買い上げいただいた販売店へ、早急にご連絡お願い致します。

■	取付構成図

サブハーネスサブハーネス

スペーサースペーサー

スピーカースピーカー
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■	スピーカーキット（16cm) の取付けについて
下記は、スピーカーキット（16cm）の取付け・配線作業を記載しています。
該当車両の修理書（トヨタ自動車㈱発行）に従い、本書の注意事項・要領のとおり作業を行ってくだ�
さい。

 注  意：ドアトリムを外す際は、該当車両の修理書に従い、ドアトリムを脱着してください。

□	サブハーネスの組付け

３．	図２のように、結束バンド⑤をスペーサー①の穴に通す。
４．	図２のように、サブハーネス②の２極コネクターに貼付けた両面テープ⑦の離型紙を剥がし、２極

コネクターをスペーサー①に貼付ける。
５．	図２のように、サブハーネス②の２極コネクターを結束バンド⑤でスペーサー①に固定する。
６．	図２のように、サブハーネス②をスペーサー①の開口部に通す。

１．	図１のように、両面テープ⑦を半分にカッ
トする。

２．	図１のように、両面テープ⑦の離型紙を剥
がし、サブハーネス②の２極コネクターに
両面テープ⑦を貼付ける。

 注  意：�車両ハーネスのスピーカー用２極コネクター接続向きにより、サブハーネス②をスペーサー
①の右側開口部と左側開口部に通す経路が異なりますので、サブハーネス②の経路に十分注
意してください。

□	スピーカーの取付け準備
車両ドアトリムおよび車両スピーカーを車両修理書に従い、取り外す。

左側開口部左側開口部

結束バンド⑤結束バンド⑤

結束バンド⑤結束バンド⑤両面テープ⑦両面テープ⑦

離型紙離型紙
部結束バンド⑤固定位置部結束バンド⑤固定位置

サブハーネス②サブハーネス②

サブハーネス②サブハーネス②

スペーサー①スペーサー①

スペーサー①スペーサー①

穴穴

右側開口部右側開口部
スペーサー①スペーサー①

図2図2 〈スペーサー（右側開口部）への組付け方〉〈スペーサー（右側開口部）への組付け方〉 〈スペーサー（左側開口部）への組付け方〉〈スペーサー（左側開口部）への組付け方〉

２極コネクター２極コネクター ２極コネクター２極コネクター

２極コネクター２極コネクター

結束バンド⑤結束バンド⑤

両面テープ⑦両面テープ⑦

離型紙離型紙

サブハーネス②サブハーネス②スペーサー①スペーサー①

穴穴

２極コネクター２極コネクター

1/2
1/2

両面テープ⑦両面テープ⑦

サブハーネス②サブハーネス②

２極コネクター２極コネクター

両面テープ⑦両面テープ⑦

貼り付け面貼り付け面離型紙離型紙ハサミハサミ

図１図１

７．	図３のように、スペーサー①のガイドに沿わせながらサブハーネス②を固定する。

サブハーネス②サブハーネス②

スペーサー①スペーサー①

ガイドガイド

サブハーネス②サブハーネス②

スペーサー①スペーサー①

ガイドガイド

図3図3 〈スペーサー（右側開口部）への組付け方〉〈スペーサー（右側開口部）への組付け方〉 〈スペーサー（左側開口部）への組付け方〉〈スペーサー（左側開口部）への組付け方〉
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２．	図５のように、スペーサー①の穴とスピー
カーの穴を合わせ、タッピングスクリュー
④でスピーカーを組付ける。� （４箇所）

３．	図６のように、サブハーネス②の１極コネ
クター（大）をスピーカー㊉の端子に、１
極コネクター（小）をスピーカーの㊀端子
にそれぞれ接続する。

□	スピーカーの取付け
１．	図７のように、組付けたスピーカーをス

ペーサー①の穴とドア側のスピーカー取付
け穴を合わせて、エアーリベッターを使用
してリベット③で固定する。� （３箇所）

２．	図７のように、車両ハーネスの２極コネク
ターとサブハーネス②の２極コネクターを
接続する。

３．	もう片方のドア側も同様の作業を行う。

 アドバイス：�同様にもう１つのスピーカーを
組付けてください。

□	スピーカーの組付け
１．	図４のように、スピーカーの外周に防振

クッション⑥を貼付ける。

 注  意：�組付けたスピーカーは、サブハーネ
ス②の２極コネクターと車両ハー
ネスの２極コネクターが無理なく
接続できる方を必ず確認して固定
してください。確認しないとコネ
クターが届かず接続できなくなる
場合があります。

スペーサー①スペーサー① タッピングスクリュー④
（4箇所）
タッピングスクリュー④
（4箇所）

スピーカースピーカー

図5図5

サブハーネス②サブハーネス②

スペーサースペーサー

スピーカースピーカー

1極コネクター（大）1極コネクター（大）
図6図6 1極コネクター（小）1極コネクター（小）

リベット③リベット③

リベット③リベット③

スペーサー①スペーサー①

車両ハーネス車両ハーネス

〈リベット③固定状態〉〈リベット③固定状態〉

サブハーネス②サブハーネス②

図7図7 ２極コネクター２極コネクター

防振クッション⑥防振クッション⑥

スピーカースピーカー

図４図４
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■	作動確認
１．	作動確認を行う前に、配線および取付けに異常がない事を確認してください。
２．	以下の手順に従って作動確認を行ってください。尚、作動不良が発生した場合は、指示に従って�

トラブルシュートの点検を実施してください。

■	トラブルシュート
このトラブルシュートは、作動確認の作業で作動不良となった場合の点検方法を記載してあります。

点検 備考：�点検はＲＨ側を記載していますが、ＬＨ
側も共通です。

サブハーネスの２極コネクター（オス）は、
確実に車両側の２極コネクター（メス）に
接続されていますか？

No
接続してください。

　　　　　　　 Yes 

サブハーネス（赤色コード）のコネクター
はスピーカーの㊉端子に確実に接続され
ていますか？

No
接続してください。

　　　　　　　 Yes 

サブハーネス（黒色コード）のコネクター
はスピーカーの㊀端子に確実に接続され
ていますか？

No
接続してください。

　　　　　　　 Yes 

サブハーネス（赤色コードまたは黒色コー
ド）の端子間にそれぞれ導通があります
か？

No サブハーネスの不良で
す。（サブハーネスを交
換してください。）

　　　　　　　 Yes 

スピーカーの不良です。（スピーカーを交換
してください。）

作動確認スタート 備考：�作動確認はＲＨ側を記載していますが、
ＬＨ側も共通です。

バッテリーを正しく
接続してください。

オーディオスイッチを ON にすると右側の
ドアスピーカーから音がでますか？

音が出ない

　　　　　 音が出る

作動確認終了（正常）

作動不良
（トラブルシュートの点検）
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□	回路図

□	ドアトリムの復元

★ ドアトリムの復元は、車両修理書に従い、復元作業を行ってください。

 注  意：車両部品の復元時、配線の噛み込みに注意してください。

１．	取り外した車両部品、コネクターの接続を行う。

２．	バッテリー㊀端子を復元する。
３．	イグニッションОＮの状態してスピーカーから音が出ることを確認する。

■ 取付完了後の点検・注意事項
１．	ドアトリムがクリップにて車両に確実に取付けられているか点検する。
２．	車両部品に傷を付けていないか点検する。
３．	パワーウインドウ、テールゲートロックの作動点検を行う。
４．	イグニッションОＮの状態してスピーカーから音が出ることを確認する。
５．	該当車両の修理書に従い、取付けに脱着した部位の調整・再設定を行ってください。

株式会社トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント

TRD 商品問い合わせ窓口

TEL：050-3161-2121

https:www.trdparts.jp

オーディオユニットオーディオユニット

図８図８

赤赤
ドアスピーカー
(ＬＨ)
ドアスピーカー
(ＬＨ)

++

--

黒黒

赤赤
ドアスピーカー
(ＲＨ)
ドアスピーカー
(ＲＨ)

用品ハーネス用品ハーネス

車両ハーネス車両ハーネス

++

--

黒黒

電源電源

集中ボディーアース集中ボディーアース


